
テーマ 
開発途上国の初等教育に授業研究を導入するための条件と条件整備 
背景 
途上国の初等教育の主な問題を簡単に表すと、「就学率の低下・低迷」「中途退学・留

年の多さ」「教育内容の不適切・質的問題」の３つである。中でも「教育内容の不適切・

質的問題」は、「就学率の低下・低迷」「中途退学・留年の多さ」が解決されるにしたが

って明らかになってくる分野で、最も改善が難しいとされる。途上国と同様に初等教育の

質の問題に直面しているアメリカで行なわれている、初等教育の質についての研究を参考

にする。 
研究の内容 
教育の質の改善は、学習指導の改善のみを通して行なわれる。 
学習指導は、文化に基づいて行なわれる行動である。それを「文化的営みと」いう。教

師は、子供の頃から十数年間学校に通うことによって学習指導はこうあるべきだとおもう

ようになる。文化的営みは時間経過に対して高度に安定しており、容易に変わるものでは

ない。すなわち学習指導も容易に変わるものではない。文化的営みは長時間にわたる微小

変化の積み重ねでしか変化しないということである。また、文化的営みは多くの人に共有

されるものであるので、一人では変化させることができないということである。学習指導

を改善させるためにはこの点をよく踏まえなければならない。学習指導の改善方法として、

授業研究が有効であると考えられる。まず一つに授業研究は長期的・持続的改善を目指す

ものである。また授業研究は共同的な取り組みである。このことは、文化的営みである学

習指導を変化させるために必要な要素を保有しているので、授業研究は学習指導改善に非

常に有効である。 
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